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論　　文　　の　　要　　旨
　核子・申間子等のハドロンは，クォークとグルオンで構成されていることは，電子による核子の深部非弾性散
乱実験によって確かめられている。ク才一クとグルオンを支配する力学は量子色力学と呼ばれ，その特徴として
は，ク才一ク。グルオンの相互作用が短距離で弱くなる漸近自由性と，長距離における非摂動効果である閉じ込
めやカイラル対称性の破れが挙げられる。近年，ハドロンの質量や結合定数を量子色力学から説明する試みが積
極的になされるようになった。特に，量子色力学和則と格子量子色力学はそのための申心的手法となっている。
　本論文では，外場がある場合の量子色力学和則を用いることにより，核子とパイ申聞子の結合定数，および核
子の軸性荷電流と誘導テンソル荷電流についての研究を行う。まず，核子とパイ中間子の結合定数と核子の軸性
荷電流は，ハドロン物理学の中でも最も重要な物理量であり，精度のよい実験値が存在する。量子色力学和則を
応用し，演算子展開の高次項と摂動展開の高次項を取り入れる事により，これら二つの物理量が量子色力学から
良く再現されることを示した。一方，核子の誘導テンソル荷電流は，量子色力学におけるG一パリティの破れと
密接に関係しているが，その破れが小さいために精度のよい実験値はまだ得られていない。量子色力学和則を使
う事により，この誘導テンソル荷電流の値について理論的予言を行った。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は量子色力学における非摂動的手法である量子色力学和則に基づいて，ハドロン物理学における基本的
物理量である核子の行列要素について詳細な解析と理論的予言を行った。この研究は，ハドロン物理学の発展に
大きな寄与をすることが期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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